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あたたかく
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くらせる
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かもがた町家公園のこいのぼり



福祉あさくち 第62号　2022年5月 02

浅口市社協のしごと　事業方針

①
事
業
内
容
の
周
知
（
情
報
発
信
）

・�

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
事
業

説
明
及
び
啓
発

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

・
各
種
福
祉
団
体
と
の
意
見
交
換

②
組
織
・
基
盤
の
強
化

・
地
区
社
協
の
設
置
促
進
及
び
運
営
支
援

・
福
祉
委
員
活
動
の
活
性
化

・
住
民
会
員
制
度
の
促
進
と
自
主
財
源
の

確
保

・
法
令
順
守
に
基
づ
く
事
業
運
営

③
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
活
動

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
設
置
促
進
と
活
動

支
援

・
地
域
見
守
り
・
声
か
け
活
動
の
充
実

（
バ
ー
ス
デ
ー
訪
問
等
）

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

・�

生
活
支
援
の
た
め
の
地
域
資
源
・
ニ
ー

ズ
の
把
握

④
権
利
擁
護
事
業

・
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

と
円
滑
な
事
業
推
進

・
中
核
機
関
の
諸
機
能
の
促
進

・�

利
用
者
本
人
の
意
思
決
定
の
支
援

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
促
進

⑤
高
齢
者
福
祉

・�

み
ん
な
で
支
え
合
い
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
の
推
進

・
独
居
高
齢
者
等
の
緊
急
時
対
応
支
援

（
い
の
ち
の
バ
ト
ン
）

・
認
知
症
高
齢
者
の
地
域
生
活
支
援

⑥
児
童
福
祉
事
業

・
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
・
連
携

・
子
育
て
サ
ロ
ン
の
活
動
支
援

・
お
も
ち
ゃ
病
院
の
運
営

・�

児
童
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
と
福

祉
の
心
の
醸
成

⑦
障
が
い
者
（
児
）
福
祉

・�

当
事
者
団
体
の
活
動
支
援
及
び
助
成

・
施
設
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

・
障
が
い
者
サ
ロ
ン
の
開
催

⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化

・
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
協
働

・�

幅
広
い
市
民
が
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
提
供

⑨
生
活
困
窮
者
対
策

・
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
円
滑
な
運
営
と
福

祉
事
務
所
と
の
連
携
強
化

・
緊
急
小
口
資
金
・
高
額
療
養
費
・
高
額

介
護
療
養
費
等
の
貸
付
事
業
の
運
営

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
を
発
揮
し
た
相

談
・
支
援
機
能
の
強
化

⑩
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
登
録
の

拡
大

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
向
上

の
研
修
実
施

⑪�

市
内
の
社
会
福
祉
法
人
連
携「
か
け
は

し
」に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の
実
施

・�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
に
よ
る
制
度
の
は
ざ

ま
へ
の
支
援

・�

市
内
８
法
人
の
連
携
と
情
報
発
信

⑫
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働

・�

行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

の
連
携
強
化

・�

民
生
児
童
委
員
・
栄
養
改
善
委
員
・
婦

人
会
等
と
の
連
携
強
化

・�

学
校
・
愛
育
委
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携

に
よ
る
児
童
の
健
全
育
成

・�

老
人
ク
ラ
ブ
・
遺
族
会
の
事
務
局
業
務

と
連
携
強
化

・�

介
護
者
の
会
・
独
居
高
齢
者
の
会
等
の

当
事
者
組
織
の
活
動
支
援

浅口市社協のしごと令 和
4年度

 あたたかく
 ささえあって
 くらせる
 ちいきをめざして

車いす体験学習の様子



福祉あさくち 第62号　2022年5月03

浅口市社協のしごと　予算

・�

医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
連
携
強
化

⑬
在
宅
介
護
支
援
事
業（
カ
ニ
丸
の
家
）

・�

介
護
保
険
法
・
障
害
者
総
合
支
援
法
等

の
法
令
を
順
守
し
た
事
業
展
開

・�

利
用
促
進
等
に
よ
る
事
業
基
盤
の
強
化

・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
の
展
開

・
職
員
の
確
保
と
資
質
向
上
の
た
め
の
各

種
研
修
の
実
施

⑭
そ
の
他

・
車
椅
子
・
福
祉
車
両
等
、
福
祉
備
品
の

地
域
へ
の
貸
出
事
業

・
共
同
募
金
会
浅
口
市
委
員
会
と
し
て
の

事
業
の
推
進

・
日
本
赤
十
字
社
浅
口
市
地
区
と
し
て
の

事
業
の
推
進

受取利息 1,549

障がい者福祉サービス
4,820

市受託金
13,309県社協補助金・受託金 1,733

市補助金
64,448

法人運営
34,199

地域福祉活動費
45,827介護保険収入

99,140

障がい者福祉サービス収入
4,820

雑収入 70
負担金収入 8,291

社協会費 9,300
寄附金 2,300

共同募金配分金 5,520
貸付事業償還金 4,100

後見事業・食事サービス利用料等
7,673

権利擁護事業 15,457

生活支援体制整備事業 2,653

居宅介護支援事業
（ケアマネージャー）
16,703

訪問介護事業
（ホームヘルパー）
23,239

通所介護事業
（デイサービス）

72,024

共同募金事業 2,868

ボランティア事業 2,595

貸付事業 4,100

生活福祉資金事業 256

ふれあいまちづくり事業
7,244

食事サービス事業1,500

みんなで支え合い事業
1,502

前期未資金繰入 2,734
その他の活動による収入
10,000

収入（千円） 支出（千円）
社 協 会 費
寄 附 金 11,600 人 件 費 77,722

市 県 補 助 金・
受 託 金 79,490 事 業 費 15,278

共 同 募 金
配 分 金 5,520 事 務 費 10,859

貸 付 事 業
償 還 金 4,100 貸 付 金 4,100

事 業 収 入 7,673 助 成 金 10,023

負 担 金 収 入 8,291 分 担 金 219

受 取 利 息
そ の 他 収 入 1,527

計 118,201 計 118,201

地域福祉推進（共募、受託含む）事業収支予算

収入（千円） 支出（千円）

デイサービス
事 業 59,290 人 件 費 93,490

ホームヘルパー
事 業 19,651 事 業 費 6,410

ケアマネージャー
事 業 20,291 事 務 費 15,986

障がい者福祉
サービス事業 4,820 施 設 整 備 費 900

その他の活動による収入
前期未資金繰入 12,734 予 備 費 0

計 116,786 計 116,786

介護保険、障がい者福祉サービス事業収支予算

収 入（総額 234,987 千円） 支 出（総額 234,987 千円）

予　算
カニ丸の家



福祉あさくち 第62号　2022年5月 04

成年後見制度

認知症･知的障がい･精神障がいなどによって判断能力が不十分な方の
支援者を選び、法律的に支援する制度です。

浅口市社会福祉協議会は、成年後見制度の利用を促すため、広報・啓発・相談を積極的に行い、家
庭裁判所をはじめ弁護士会などの専門職団体、医療福祉関係団体などと連携し、地域連携ネットワー
クを推進してまいります。

浅口市社会福祉協議会は、成年後見制度の利用を促すため、広報・啓発・相談を積極的に行い、家
庭裁判所をはじめ弁護士会などの専門職団体、医療福祉関係団体などと連携し、地域連携ネットワー
クを推進してまいります。

浅口市社協は、判断能力が不十分な方の財産と権利を守る活動を進めます

消費者トラブルを
繰り返す

手術の説明や
手続きができない軽度の認知症があり、訪

問販売員の勧誘を断る
ことができないで、不必
要な品物の購入を繰り
返している。
（Ａさん　８２歳・男性）

子どもはいるが
音信不通

子どもはいるが永年音信
がない。施設入所を考え
ているが、施設利用料の
支払いなどができない。
（Ｃさん　８６歳・女性）

入院し手術をすることと
なったが、知的障がいが
あり入院や手術の説明を
理解したり手続きをした
りができない。
（Ｂさん　４６歳・女性）



福祉あさくち 第62号　2022年5月05

成年後見制度　意思決定支援

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

より良いお墓の祀り方を御提案いたします。

何でもご相談ください。何でもご相談ください。

http://ww3.tiki.ne.jp/̃syugo/など

YAMASHITA"STONE" FACTORY

墓地・墓石

墓守サービス

お墓の修理

お墓の引越

墓じまい

　意思決定支援とは、認知症や知的障がい、精神障がい等で自己決定 に困難を抱える方が、日
常生活や社会生活に関して自らの意思が反映された生活を送ることが可能となるように、本人
の意思の確認や意思及び選好の推定、最後の手段としての最善の利益の検討のために支援者が
行う行為及び仕組みをいいます。

事例１ 入所先の施設から「春物の服を買ってきてください」と電話があった場合どうしますか？

　　　①車いすに乗せて一緒に買いに行く　→　体調が悪く外出が困難
　　　②写真を撮って選んでもらう　　　　→　「ようわからん」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「どれでもいいわ」
　　　③お店で２〜３着借りてくる　　　　→　「赤は好かん」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「これかなー」

事例２ 精神病院から退院許可がでました。この先どうしますか？

　　　選択肢：　①自宅　　②グループホーム　　③入院継続　　④その他
　　　　　　　◎関係者でミーティング（本人、親族、行政、病院、後見人など）
　　　　　　　　　　→「家に帰りたいなー。自分の家じゃからな」
　　　　　　　　　　　「一人でやっていけるかなー」
　　　　　　　　　　　「どこか入るところがあるかなー」
　　　　　　　　　　　「知らんところに行って、やっていけるかなー」
　　　　　　　　　　　「入院のままでもいいかな。友達もできたし」
　　　　　　　　※本人の心のつぶやき、心の揺れや人生のつまずきをキャッチ

　　【意思実現】の留意点
　　　　※なにより人間関係、気持ちを発言できる関係つくり
　　　　※支援者の価値観を押し付けない、周りの意見をあてはめない
　　　　※本人の「ゆるぎ」を大切に、結論を急がせない
　　　　※ミーティングでの結論に根拠を持つ、目標を統一しているか

意思決定支援の３原則
１　自己決定の尊重とわかりやすい情報提供
２　不合理と思われても自己決定を尊重
３　�どうしても意思確認が困難な場合は、関係者が集まり本人
に意思を推定

意思形成
の支援

✚

意思表明
の支援

✚

意思実現
の支援

意思決定支援動きはじめた



福祉あさくち 第62号　2022年5月 06

お達者さん

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

インスタアカウント

hana_terrace_
オンラインショップ

osonae-hana.net
TEL.080-2922-5771
井笠広域会館 鴨方ホール内

感謝の気持ちをお花に込めて

母の日
5 8

父の日
6 19

花の香りに包まれて、ゆったりとした時間をお過ごしください。
〈営業時間10～17時  定休／火曜〉花は1本からご購入できます。

《お電話でご注文ください》

少年時代
　昭和８年、三人兄弟の長男として、当時の浅
口郡大島村で生まれました。小学校３年生までは
近くの分校に通っていましたが、４年生から大島
村の小学校に山を越えて通いました。日が早く暮
れる時はみんなで ‘お化けが出るぞ～’ と言い合
いながら駆けって帰ったり、時には６年生が縄を
持って引っ張ってくれながら長い道のりを楽しく
帰ったりしました。子どもの頃から野球をするの
が好きで笠岡の球場へ自転車で行っていました。
ですが、やはり子どもの頃の記憶は戦時中だった
ということが主な記憶です。中学校は今のおかや
ま山陽高校に中学校がありましたので、そちらで
中高と学びました。

定年まで勤務
　二十歳の時に岡山県庁に就職し、当時は奉還
町の陸軍の兵舎が県庁だったので、里庄駅から
蒸気機関車に乗って出勤していました。建築指
導課や用地課に定年まで勤務していました。蒸
気機関車は走り出しが遅かったので、飛び乗った
こともありました。夜は部活動で野球をしキャッ
チャーを務めました。帆布で作った母の手作りの
グローブを使っていました。父は49歳で亡くなっ

たので、祖父母の喪主も務めました。

コミュニティーに尽力
　定年後は、地域のお役になればと、コミュニ
ティーの会長を務め、柴木桜公園の整備に尽力
しました。今では毎年、春になると満開の桜が見
頃となりました。また寄島町遺族会の会長と浅口
市遺族会の副会長も長年務めました。

妻との思い出
　妻は、昨年10月に急性心不全で亡くなりまし
た。鹿児島生まれの妻とは私が 25歳の時に、
集団就職で倉敷市に来ていた縁で結婚しました。
大正琴が上手く、カラオケの趣味も同じで、発表
会も２人でよく参加していました。

100 歳を目標
　食事は肉・魚・野菜をまんべんなく3食きちん
と食べています。認知症予防の為カラオケや健
康の為にウォーキングをしています。子どもの頃
から野球をして、学校も歩いて通っていたので、
自然と鍛えられたのか今でも大病知らずです。
　今後の目標は100 歳まで挑戦したいと思って
います。

お達者さんお達者さんお達者さん

いんたびゅう

斎藤 勝仁さん（89歳）
寄島町（柴木）
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SC がゆく

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123 倉敷市玉島柏島478

隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

良寛和尚修行の地、瀬戸内海を望む宿

ゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プラン

集合写真即日仕上 1枚660円

●タオル持参で入浴料無料！

●送迎無料

●タオル持参で入浴料無料！

特 典特 典
●送迎無料

10名様以上で

（　　　　　　　　）概ね片道 1時間まで。
高速道路利用時は実費

※要予約3,850円3,850円3,850円（税込）1名様

5,500 円5,500 円5,500 円（税込）1名様

◆玉島御膳

◆良寛会席

※飲物料金別途
※お料理はご予算に応じて承ります。

　

大
谷
西
地
区
に
は
、
金
光
教
の
本
部
が

位
置
す
る
古
く
か
ら
の
門
前
町
も
あ
り
、

関
連
す
る
国
指
定
の
有
形
文
化
財
や
、
木

造
3
階
建
て
の
建
物
が
並
ぶ
商
店
街
な

ど
、
個
性
的
か
つ
歴
史
的
な
景
観
を
有
し

て
い
ま
す
。
金
光
教
の
大
祭
時
な
ど
に
は

全
国
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
地
区

内
の
商
店
や
宿
泊
施
設
は
、
以
前
は
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
全
国
的
な
人
口
減
少
に
よ
る
少

子
高
齢
化
や
、
移
動
手
段
の
変
化
な
ど
に

よ
る
参
拝
者
の
滞
在
時
間
の
減
少
な
ど
を

受
け
て
、
次
第
に
賑
わ
い
に
陰
り
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
鴨
方
町
・
金
光

町
・
寄
島
町
の
３
町
が
合
併
し
た
時
（
平

成
18
年
）
に
地
区
の
役
員
の
方
々
を
中
心

に
、『
大
谷
地
区
元
気
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
街
並
み
を
生

か
し
た
様
々
な
魅
力
発
信
、
賑
わ
い
創
出

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
現
在
公
開
中
の
映

画
「
と
ん
び
」
の
撮
影
が
こ
の
地
で
行
わ

れ
た
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
、
平
成
29
年
度
よ
り
地
域
住

民
の
間
で
協
議
を
重
ね
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
し
、
大
谷
西
地
区
の

将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
西
地
区
ま
ち
づ
く
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　
方
針

「
基
本
方
針
１
　
　
歴
史
あ
る
景
観
」

　
　

～�

歴
史
あ
る
建
物
と
風
情
溢
れ

る
街
並
み
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
～

「
基
本
方
針
２
　
　
賑
わ
い
づ
く
り
」

　
　

～�

金
光
教
の
参
拝
者
だ
け
で
な

く
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
ま

ち
づ
く
り
～

「
基
本
方
針
３
　
　
支
え
合
う
暮
ら
し
」

　
　

～�

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
涯

過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～

　

推
進
委
員
の
皆
さ
ん
で
協
議
を
重
ね
て

こ
ら
れ
、
こ
の
度
基
本
方
針
ご
と
に
部
会

を
設
定
し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

金
光
地
区
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
、
特

に
「
基
本
方
針
３
」
の
部
会
で
地
域
の
皆

さ
ん
の
お
声
を
聴
き
な
が
ら
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
に
居

場
所
が
あ
り
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
お

手
伝
い
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
青
木 

眞
美

金光

生活支援コーディネーターは「ささえあい」の地域づくりをお手伝いする専門職ですSCがゆく
生活支援コーディネーター

6

　高齢化が進むなか地域の皆さんが助け合い、さまざまな機関
と連携しながら、日常生活を支える体制を整備することが大切に
なっています。
　浅口市社会福祉協議会では、旧町単位に職員を配置し、地域
の皆さんと一緒になって地域の困りごとを解決するお手伝いをさ
せていただきます。

住民説明会の様子
昨年地区社協を設立した駅胡麻屋地区の
皆さんの発表もありました。

み
ん
な
で
考
え
る
大
谷
西
の
将
来
像

　
― 

ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
設
定 

―
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金
　
光

�

上
　
竹�

瀬
良　

邦
子

�
�

尾
崎　

慧
子

�
�

東
條
美
恵
子

�
�

岡
本
美
知
子

�

下
　
竹�

木
科　

順
子

�
�

杉
井
美
知
子

�
�

末
吉　

絹
子

�
�

大
西
美
智
子

�
�

鍋
谷
万
里
子

�
�

坂
口
榮
代
美

�
�

木
下　

洋
子

�
�

問
田　

浩
子

�
�

秋
山　

陽
子

�

八
　
重�

大
橋　

恵
子

�
�

平
井
美
保
子

�
�

田
王　

民
枝

�
�

加
賀
多
美
恵

�

道
　
木�

白
神
シ
ゲ
子

�
�

藤
井　

直
子

�
�

鍋
谷　

鈴
江

�
�

喜
多
村
貴
久
子

�
�

吉
田　

淑
子

�

福
永
宮
東�

北
川　

恵
子

�
�

宮
本　
　

泉

�
�

木
川　

佳
子

�
�

亀
川　

恵
子

�

駅
胡
麻
屋�

岡
田　

清
子

�
�

前
田
小
夜
子

�
�

中
務　
　

栄

�
�

中
務　

ア
キ

�
�

中
務　

祝
子

�
�

泉
谷　

玲
子

�
占
　
見�

岡
元　

淑
子

�
�

佐
藤　

正
人

�
�

毛
利　

敏
夫

�
�

能
勢
美
佐
子

�
�

大
橋
ひ
と
み

�
�

逸
見　

幹
夫

�
�

香
取　

良
勝

�
�

横
山　

敬
子

�
�

妹
尾　

彩
子

�

地
頭
下�

塚
村　

紀
子

�
�

三
宅　

智
里

�
�

唐
井　

清
美

�
�

福
島　

未
知

�

佐
　
方�

荒
木　

香
織

�
�

山
下
デ
イ
シ
ー

�
�

弓
削　
　

靖

�
�

高
橋
美
智
子

�
�

吉
田　

洋
子

�
�

真
田　

哲
生

�
�

菰
口　

文
子

�
�

片
山　

瑞
子

�
�

平
田　

千
草

�
�

佐
川　

恒
夫

�
�

谷
口
由
美
子

�
�

桑
野　

浪
江

�
�

木
山　

洋
子

�
�

京
賀　

弘
之

�

須
　
恵�

古
川　

啓
三

�
�

丸
山　

健
治

�
�

定
金　

好
子

�
�

青
木　

弘
行

�
�

鳥
居
登
美
子

�
�

定
金　

正
子

�
�

矢
部　

幸
一

�

大
谷
西�

安
部
は
る
美

�
�

大
庭　

功
子

�
�

大
橋
ヒ
ロ
子

�
�

古
川　

雅
子

�
�

栗
尾　

涼
子

�
�

兼
光
保
志
美

�

大
谷
東�

遠
藤　

京
子

�
�

岡
本　

幸
子

�
�

久
保
田
陽
子

�
�

清
水　

敏
枝

�
�

渡
邉　

幸
代

鴨
　
方

�

鴨
　
方�

河
守
冨
士
子

�
�

守
屋
加
代
子

�
�

佐
藤
真
由
美

�
�

磯
崎　

彩
子

�
�

小
林　

眞
弓

�
�

米
本　

忠
昭

�
�

大
本　
　

明

�
�

尾
崎　

晶
子

�
�

髙
崎　

哲
也

�
�

柚
木　

陽
子

�
�

岡
城
美
保
子

�
�

中
山
由
美
子

�
�

安
田　
　

勉

�
�

横
山　

芳
枝

�
�

虫
明　

信
子

�

益
坂
・
地
頭
上�

森
本　
　

修

�
�

今
井　

賢
英

�
�

石
部　

裕
子

�
�

田
村　

裕
子

�
�

堀　
　

健
介

�
�

勝
田　

京
子

�
�

筒
井　

洋
子

�
�

遠
山　

正
人

�
�

宮
野
久
美
子

�

本
　
庄�

畑　
　
　

薫

�
�

筒
井　

幸
義

�
�

日
谷　

裕
美

�
�

樋
口
恵
美
子

�
�

守
谷　

真
理

�
�

垣
内　

誠
治

�
�

羽
川　

純
一

�

小
坂
東�

亀
岡　

恵
子

福祉委員の主な業務 福
祉
委
員

浅口市社協

地域の福祉のパートナー

福祉委員25７人を委嘱

・ 独居高齢者等の見守り声掛け
・ 掲示板へ情報誌の掲示
・ 「ふれあいサロン」「いのちのバトン」への協力
・ 民生委員等との連携
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�
�

円
尾　

純
也

�
�

坂
本　

惠
子

�
�

宮
田
眞
三
子

�
�

大
塚　

菊
枝

�
�

横
山　

愛
子

�
�

林　
　

保
恵

�
�

花
野　

尚
美

�
�

原　
　

修
一

�
�

竹
内
由
加
里

�

小
坂
西�

原　
　

範
幸

�
�

笠
原　

利
子

�
�

横
山　

若
子

�
�

岡
田　

美
和

�
�

吉
岡　

哲
史

�
�

石
井　

広
子

�
�

田
中　

鈴
江

�
�

喜
多
村
知
加
子

�

深
　
田�

邉
見　

珠
江

�
�

石
井　

初
恵

�
�

石
井　

光
子

�
�

渡
辺　

浩
造

�
�

畝
山　

正
宏

�
�

吉
川　

節
子

�
�

平
井　

基
央

�
�

瀬
良
田
智
代

�
�

畑
田　

晃
子

�
�

瀬
尾
仙
太
郎

�

六
条
院
西�

佐
藤
や
す
江

�
�

清
水
恵
美
子

�
�

高
田　

睦
子

�
�

北
殿　

浩
二

�
�

岡
田　

洋
子

�
�

中
濱
真
由
美

�
�

寺
岡　

祥
次

�
�

大
西　

美
保

�
�

金
井　

友
子

�
�

板
野　

友
義

�
�

加
藤　

清
美

�

六
条
院
中
・
西
部�

花
田　

雅
子

�
�

平
井　

宏
明

�
�

茂
見　

孝
雄

�
�

石
井　

愛
子

�
�

川
口　
　

歴

�
�

平
井　

洋
行

�
�

原
田　

正
子

�
�

澤　
　

裕
樹

�
�

山
下　

典
子

�
�

横
道
由
美
子

�
�

山
下　
　

芳

�
�

山
下　

静
江

�
�

山
下　

啓
子

�
�
清
水　

好
子

�
�

山
部　

浩
子

�
�

川
上　

恵
子

�
�

原
田　

誠
己

�

六
条
院
中
・
東
部�

谷
口　

輝
昭

　

�
�

横
山　

理
恵

�
�

田
中　

雅
子

�
�

大
嶋
奈
己
子

�
�

亀
高　

容
子

�
�

畑
田
久
美
子

�
�

松
原　

和
子

�
�

秋
田　

利
枝

�
�

栗
山　

純
子

�
�

斉
藤
奈
津
恵

�

四
条
原�

阿
藤　

恭
子

�
�

江
里
口
修
子

�
�

妹
尾　

智
行

�
�

中
山　

智
恵

�
�

永
広　

佑
次

�
�

高
橋　

房
代

�
�

高
橋
美
智
子

�

六
条
院
東�

清
水　

君
男

�
�

山
下
知
香
恵

�
�

斉
藤　

喜
恵

�
�

海
原　

妙
子

�
�

川
崎　

早
苗

�
�

西
川　

純
弘

�
�

岡
田　

由
江

�
�

三
宅　

朋
子

�
�

近
藤　

正
史

�

駅
前
団
地�

小
幡
真
理
子

�
�

鴨
狩　

和
子

�
�

髙
田　

純
恵

�

み
ど
り
ヶ
丘�

山
路
シ
ゲ
ミ

�
�

陰
迫　

良
子

�
�

淺
野　

道
雄

�
�

遠
藤　

祝
子

�
�

新
塘
多
美
子

�
�

古
賀
八
重
子

�
�

永
山　

和
則

�
�

濱
田　

一
明

�
�

船
工　

慶
子

�
�

田
中　

瑞
江

�

鳩
ヶ
丘�
横
溝
カ
ヨ
コ

�
�

秋
田　

文
子

�
�

山
下　

俊
枝

�
�

竹
之
内
敬
子

寄
　
島

�

東
安
倉�

岡
田　

康
江

�
�

岡
田　

克
子

�
�

道
広
知
代
美

�
�

遠
藤　

泰
子

�
�

笠
原　

洋
子

�
�

道
広　

道
子

�

中
安
倉�

岡
辺　

邦
子

�
�

岡
辺　

由
子

�
�

坪
井　

由
美

�
�

柿
原　

博
子

�
�

井
上　

恵
子

�

西
安
倉�

三
宅　

明
美

�
�

三
宅　

佳
子

�
�

高
渕　

朋
子

�
�

松
倉
三
由
里

�

国
　
頭�

三
宅
い
づ
み

�
�

三
宅　

伸
一

�
�

三
宅　

房
子

�
�

三
宅　

志
麻�

�

早
　
崎�

頃
末　
　

昭

�
�

小
川　

眞
広

�
�

浅
野
い
く
子

�
�

横
山　

正
美

�
�

小
田
上　

剛

�

宮
　
通�

頃
末　

稔
子

�
�

竹
正　

千
春

�

山
　
根�

山
本
三
木
雄

�

福
　
井�

岡
城
恵
津
子

�

尾
　
焼�

坂
本　

秀
美

�
�

藤
井　

恵
子

�

大
　
浦�

大
室　

清
子

�
�

藤
井　

幸
子

�

片
　
本�

大
島　

清
光

�
�

大
嶋　
　

泉

�
�

若
狭　

康
江

�
�

林　
　

友
子

�

鏡�

原
田　

幸
正

�
�

片
岡
な
を
ゑ

�

青
　
佐�

藤
井　

保
江

�
�

大
島　

清
美

�
�

畑　
　

利
子

�

中
新
開�

佐
伯
こ
の
み

�
�

杉
本　

理
恵

�

三
　
郎�

三
宅　

輝
美

�

寄
島
新
開�

秋
田　

伸
幸

�

柴
　
木�

三
浦　

鈴
子

�
�

田
中
か
な
え

�
�

斉
藤　

哲
夫

�
�

羽
原
こ
と
み
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あさくちびと

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅
等等

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

県道60号線

●

里見川里見川

金光幼稚園金光幼稚園
金光小学校金光小学校

県道60号線県道60号線

金光駅金光駅
友原餅店友原餅店

新車販売、中古車販売・買取り、鈑金・塗装、車検・修理、自動車保険

■営業時間 /AM9:00～PM6:00

愛車のことなら何でも
お任せください !!
愛車のことなら何でも
お任せください !!
民間車検工場

オートプロデュース・ブロス
安心と信頼のカーサポート！

〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 3700-2

有限会社 ブロス

TEL (0865)44-1239
FAX（0865）44-1115
E-mail : bros1239.n@gmail .com

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉
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似顔絵で笑顔を届けたい

　�

専
門
学
校
で
似
顔
絵
を
学
ぶ

　

も
と
も
と
小
さ
い
頃
か
ら
人
の
絵
を
描

く
の
が
好
き
で
、
進
路
を
考
え
た
時
に
父

の
勧
め
も
あ
り
漫
画
の
専
門
学
校
で
学
ぶ

こ
と
に
し
ま
し
た
。
卒
業
に
あ
た
り
漫
画

家
で
は
な
く
似
顔
絵
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
調
べ
た
ら
京
都
に
カ
リ
カ

チ
ュ
ア
の
似
顔
絵
専
門
学
校
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
３
ケ
月
ほ
ど
学
び
ま
し
た
。
現

在
は
岡
山
の
あ
り
が
と
う
フ
ァ
ー
ム
の
Ａ

型
事
業
所
で
の
仕
事
を
し
な
が
ら
似
顔
絵

を
描
い
て
販
売
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
も
う
７
、８
年
に
な
り
ま
す
。

　�

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
似
顔
絵
を
描
く

　

ア
リ
オ
倉
敷
で
似
顔
絵
を
描
く
イ
ベ
ン

ト
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
お
客
さ
ん

に
写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
そ
れ
を
元
に

似
顔
絵
を
描
き
出
来
上
が
る
こ
ろ
に
取
り

に
来
て
い
た
だ
く
お
仕
事
で
、
だ
い
た
い

1
人
30
分
ぐ
ら
い
で
完
成
し
ま
す
。
最
初

の
こ
ろ
は
、
お
客
さ
ん
が
ど
ん
な
も
の
を

望
ま
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
ず
、
そ
の
ま
ま

写
す
よ
う
に
描
い
て
い
ま
し
た
。中
に
は
、

こ
ん
な
も
の
い
ら
な
い
と
帰
る
方
も
お
ら

れ
、
心
が
折
れ
ま
し
た
が
、
何
枚
も
何
枚

も
描
く
中
で
、
少
し
ず
つ
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
絵
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
お
客
さ
ん
が
笑
顔
で
帰
ら
れ
る

姿
を
思
い
浮
か
べ
て
描
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　�

こ
れ
か
ら
は
服
飾
に
も
挑
戦
し
た
い

　

い
ま
ま
で
で
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、

33
人
と
犬
と
猫
を
１
枚
に
と
の
依
頼
で
し

た
。
間
違
え
た
ら
最
初
か
ら
描
き
直
し
だ

し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
系

図
を
似
顔
絵
で
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
思
い
出
深
い
作
品
に
な
り

ま
し
た
。

　

絵
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
服
を
作
っ
た

り
も
し
た
い
で
す
。
仕
事
で
は
、
雑
誌
に

イ
ラ
ス
ト
を
載
せ
た
り
、「
絵
」
そ
の
も

の
を
繊
細
に
立
体
的
に
動
か
す
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

2
ｄ
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。
も
っ
と
依

頼
が
た
く
さ
ん
来
る
よ
う
に
技
術
を
磨
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

似顔絵作家

小橋 ゆみさん
(金光町)
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サロン研修会報告

実
践
報
告　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
サ
ロ
ン
の

　
　
　
　
　

在
り
方

　

ま
ず
実
践
報
告
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
で
取

り
組
む
サ
ロ
ン
か
ら
」
と
し
て
３
町
を
代
表

し
て
そ
れ
ぞ
れ
中
安
倉
若
葉
会
サ
ロ
ン
（
寄

島
町
）・
須
恵
広
サ
ロ
ン
（
金
光
町
）・
上
名

口
ど
ん
ぐ
り
サ
ロ
ン
（
鴨
方
町
）
よ
り
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で
す
が
、
い
ず

れ
の
サ
ロ
ン
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
開
催
し

て
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
受
付
時
の
検
温
や
消
毒
の
徹
底
、
ま
た

窓
を
開
放
し
て
、
定
期
的
な
換
気
を
行
い
空

気
が
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
以
前
よ
り
開
催
時
間
を
短
く

す
る
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
は
イ
ベ
ン
ト
時
に
頼
ん
で
い

た
食
事
も
持
ち
帰
り
や
配
布
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
借
り
て
み

ん
な
が
安
心
し
て
サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
る
よ
う

な
工
夫
が
目
立
ち
ま
し
た
。

講
演
要
旨　

「
頑
張
り
す
ぎ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ロ
ン
運
営
を
」

　

栗
木
先
生
か
ら
の
講
話
は
「
サ
ロ
ン
っ
て

や
っ
ぱ
り
い
い
よ
ね
」
と
題
し
て
サ
ロ
ン
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
趣
旨
で
す
。先
生
自
身
、

地
元
の
兵
庫
県
で
サ
ロ
ン
の
お
手
伝
い
を
さ

れ
て
お
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線

で
の
ご
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
サ
ロ
ン
に
来
る
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

な
い
と
い
け
な
い
」「
ま
た
来
て
も
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
」「
せ
っ
か
く
来
て
も
ら
っ

た
の
だ
か
ら
あ
れ
も
こ
れ
も
し
よ
う
」
た
く

さ
ん
の
目
ま
ぐ
る
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
し
て
も

サ
ロ
ン
の
参
加
者
が
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
サ
ロ
ン
は
無
理
せ
ず
の
ん
び
り

す
れ
ば
良
い
で
す
。
あ
ん
ま
り
頑
張
り
す
ぎ

る
と
近
所
の
人
も
皆
さ
ん
を
見
て
お
り
、「
あ

の
人
で
も
あ
ん
な
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
」
と

思
い
ま
す
。
い
ざ
サ
ロ
ン
の
お
手
伝
い
を
お

願
い
し
て
も
「
あ
な
た
ほ
ど
は
頑
張
れ
な
い
」

と
な
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
頑
張
り
損
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
活
動

で
き
な
い
サ
ロ
ン
が
多
い
で
す
が
、
回
数
や

時
間
を
減
ら
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
細
々
で

も
続
け
る
方
が
、
完
全
に
止
め
て
し
ま
う
よ

り
良
い
で
す
。
地
域
の
都
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る
ほ
う
が
長

続
き
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
様
式
が
変
わ
り
ま
し

た
。
サ
ロ
ン
前
よ
り
認
知
症
や
鬱う
つ

の
相
談
が

1.6
倍
に
な
っ
た
と
の
報
せ
も
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
が
不
安
で
サ
ロ
ン
に
出
ら
れ
な
い
と
言

わ
れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
コ
ロ

ナ
よ
り
も
認
知
症
や
鬱う
つ

が
怖
い
と
い
う
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
を
選
ん
で
も
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

い
ざ
サ
ロ
ン
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
肝
心

の
サ
ロ
ン
が
な
け
れ
ば
そ
の
選
択
肢
が
な
く

な
る
の
で
す
。
個
人
が
自
由
に
選
べ
る
よ
う

に
、
行
き
場
の
な
い
人
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
、
選
択
肢
と
し
て
サ
ロ
ン
が
開
い
て
い
る

と
い
う
状
況
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

サ
ロ
ン
に
行
こ
う
と
思
う
だ
け
で
「
今
日

は
サ
ロ
ン
が
あ
っ
た
よ
な
」「
今
日
は
こ
の

服
を
着
て
行
こ
う
」
と
参
加
者
に
と
っ
て

は
脳
ト
レ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
な
メ

ニ
ュ
ー
を
こ
な
さ
な
く
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ

サ
ロ
ン
の
楽
し
み
方
が
あ
る
の
で
無
理
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ロ
ン
は
来
る
こ

と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
肩
の
力
を
抜
い
て

自
分
も
楽
し
め
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　

令
和
４
年
３
月
８
日
浅
口
市
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

m
otto�

ひ
ょ
う
ご�

事
務
局
長　

栗

木
剛
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
て
の

研
修
会
で
す
。

ふれあいサロン研修会
「サロンってやっぱりいいよね」
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浅口市社会福祉法人連絡会「かけはし」

浅口市社会福祉法人連絡会

か け は し

生活に困窮されている
世帯のお子さんへ

お菓子を
無料配布します

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
子
育
て
世
代
の
経

済
的
な
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
浅
口
市
内

で
福
祉
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
で
組
織
す
る

「
か
け
は
し
」
で
は
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
と

し
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
下
記
に
よ
り
お
子
様
向
け
の
お
菓
子
を
配
布

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

=市内事業所からも支援=

鴨方町手延素麺生産者協議会

ヤクルト西部販売

配布対象者 経済的な理由でお子様向けのお
菓子が充分に購入できない市民

配布場所等 浅口市社会福祉協議会の本所・
金光支所・寄島支所の窓口
　※�月曜日から金曜日の９時か
ら17 時（ただし祝日は除き
ます）

　※�保護者の方が取りに来てく
ださい。（お子さんが来る必
要はありません）

　※なくなり次第終了します

配 布 方 法 申請書類等は不要です。名前や
住所等の個人の特定は行いませ
ん。

お問い合わせ
　浅口市社会福祉法人連絡会「かけはし」

　（事務局：浅口市社会福祉協議会）
　ＴＥＬ　０８６５－４４－７７４４
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赤十字活動資金

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

浅口市鴨方町鴨方1647-1（コープ鴨方すぐ横）
TEL･FAX：0865-45-8092ご注文は！！

営業時間  11：00～14：00  17：30～24：00

お持ち帰りできます！

お持ち帰りできます！

お弁当・オードブル・居酒屋メニュー
鶏鍋・鴨鍋・モツ鍋

ご予算に合わせてご用意します！！要予約

小さな
工事でも
ご相談
ください

浅口のリフォーム屋さんです
新事務所オープン！ お気軽にお立ち寄りください

〒719-0243
浅口市鴨方町鴨方 1164-4
TEL.0865-44-6090
http://www.onokoubou.com

●リフォーム
●バリアフリー
●水廻り
●内装・外装
●お家の修理・メンテナンス

小野工房

日頃の備え
○命と健康を守る講習
○助け合いの心を育む講習
○けがや病気から命を守る医療など

災害時
○救援物資の輸送・配布
○けがや病気をされた方の救援
○避難所の環境改善など

日本赤十字 活動資金ご協力のお願い

5月は赤十字会費の集金をさせていただいております。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21 10723より抜粋して作成〉

い
か
な
る
状
況
下
で
も
、救
え
る
は
ず
の
命
を
あ
き
ら
め
な
い
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
に

活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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みんなの福祉学習
　

高
齢
者
疑
似
体
験
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
装
具

（
体
験
セ
ッ
ト
）
を
装
着
し
て
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
々
の
体
の
動
き
を
疑
似
体
験

す
る
も
の
で
、
小
学
校
や
中
学
校
で
の
福
祉

学
習
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
の
ね
ら
い

　

高
齢
に
よ
る
体
の
変
化
や
障
が
い
が
あ
る

と
、
若
い
人
や
健
常
者
で
は
見
過
ご
さ
れ
が

ち
な
不
便
さ
が
あ
り
ま
す
。
体
験
を
通
じ
て

体
の
特
徴
を
理
解
し
、
そ
の
人
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
こ
と
で
、
今
の
自
分
で
は
気

づ
か
な
い
「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
気
づ
き
か
ら
、
お

手
伝
い
の
必
要
な
方
へ
の
配
慮
と
は
何
か
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
、
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
の
が
高
齢
者
疑
似
体
験
で
す
。

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
の
内
容

　

◦�

耳
栓
（
イ
ヤ
ー
マ
フ
）
…
…
年
と
と

も
に
衰
え
る
聞
こ
え
方
を
体
験
す
る
。

　

◦�

ゴ
ー
グ
ル
（
メ
ガ
ネ
）
…
…
特
殊
な

シ
ー
ト
を
つ
け
て
、
白
内
障
な
ど
の

目
の
見
え
に
く
さ
や
見
え
な
い
状
態

を
体
験
す
る

　

◦�

ひ
じ
／
ひ
ざ
サ
ポ
ー
タ
ー
…
…
ひ
じ

と
ひ
ざ
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
巻
い
て
、

関
節
の
動
き
に
く
さ
を
体
験
す
る
。

　

◦�

お
も
り
バ
ン
ド
…
…
手
首
や
足
首
に

つ
け
て
筋
力
の
低
下
や
障
が
い
に
よ

り
起
こ
る
体
の
重
さ
を
体
験
す
る
。

　

◦�

お
も
り
付
き
ベ
ス
ト
…
…
筋
力
の
衰

え
か
ら
く
る
前
か
が
み
の
姿
勢
を
体

験
す
る
。

　

◦�

前
か
が
み
姿
勢
ベ
ル
ト
…
…
筋
力
の

低
下
や
腰
の
曲
が
り
に
よ
る
前
か
が

み
姿
勢
を
体
験
す
る

　

◦�

折
り
た
た
み
杖
…
…
歩
く
と
き
の
不

安
定
さ
を
補
助
す
る

　

体
験
で
は
各
装
具
を
つ
け
て
、
基
本
的
な

動
作
（
歩
く
、
座
る
、
階
段
の
昇
降
、
衣
類

の
着
脱
な
ど
）
や
日
常
的
な
動
作
（
新
聞
を

読
む
、
話
を
す
る
、
財
布
か
ら
お
金
を
出
す

な
ど
）
を
行
い
、
普
段
の
生
活
の
ど
ん
な
所

や
ど
ん
な
こ
と
に
不
便
さ
を
感
じ
る
か
体
験

を
通
し
て
学
び
ま
す
。

疑
似
体
験
を
や
っ
て
み
て

　

高
齢
者
疑
似
体
験
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
の

感
想
で
す
。

　

〇�

ゴ
ー
グ
ル
を
し
て
新
聞
を
見
る
と
、
字

が
ぼ
や
け
る
の
で
読
む
の
が
大
変
で
し

た
。

　

〇�
手
が
曲
が
り
に
く
く
、
新
聞
を
め
く
っ

た
り
、
は
し
を
使
っ
た
り
す
る
の
が
大

変
で
し
た
。

　

〇�

足
が
重
く
曲
が
り
に
く
く
て
大
変
で
し

た
。
高
齢
者
の
人
の
動
き
が
ゆ
っ
く
り

な
の
が
分
か
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
手

伝
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

〇�

体
験
中
に
友
達
が
声
を
か
け
て
く
れ
た

の
で
安
心
し
ま
し
た
。
障
が
い
者
や
高

齢
者
も
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

浅
口
市
社
協
で
は
、
高
齢
者
疑
似
体
験

セ
ッ
ト
（
大
人
用
・
子
供
用
）
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
町
内
会
（
地
区
）
や
地
区
社
協
、

子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
集
ま
り
で
、
福

祉
の
学
び
の
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

み
ん
な
の
福
祉
学
習

ふ
く
し
の

あ
の
ね

高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト

今
号
の
紙
面
に
□
で
文
字
を
か
こ
ん
だ
箇

所
が
５
か
所
あ
り
ま
す
。こ
の
５
文
字
を
な

ら
べ
か
え
て
言
葉
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

◆
ヒ
ン
ト

　歌
手
の
一
青 

窈
さ
ん
が
歌
う
曲
の
タ
イ
ト
ル

◆
締
め
切
り

　６
月
30
日
㈭

　消
印
有
効

◆
前
回
の
こ
た
え

　さ
ん
か
ん
し
お
ん
（
三
寒
四
温
）
で
し
た
。

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
答
え
と
「
福
祉

あ
さ
く
ち
」
の
感
想
を
必
ず
お
書
き
の
上
、

　
〒
７
１
９
０ー
２
４
３

　
鴨
方
町
鴨
方
73
番
地

　
浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
に
記
念
品
贈
呈
。

応
募
方
法 探

し
て
並
べ
て
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篤志御礼・Let's 手話・募金

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

美味しさ  　 あり訳
安心・安全の一貫生産
自社牧場で丹精を込めて繁殖・肥育
プロの技術で精肉加工
名物商品いっぱいの直売店

訳 1

訳 2

訳 3

訳4

新鮮ミート・美味デリカ

㈱美星ミート
浅口市鴨方町益坂1384-1
営業時間：10時～19 時
TEL：0865-44-1374
FAX：0865-44-1375

昭和印刷は、創業120年
お客様の〝伝える〟を支え
常に〝真心〟をつくします。

https://www.net-s.ne.jp
E-mail : info@net-s.ne.jp
本　　社 TEL.086-264-6110
金光支店 TEL.0865-42-2012

金光で
創業

商業用・事務用印刷
報告書・記念誌印刷
広報誌受託運営
自 費 出 版・流 通
WEB 制 作・管 理

（
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

金
光
町

○
小
野　

作
太
さ
ん
（
大
谷
）
よ
り

　

亡
母　

壽
子
さ
ん
の
偲
び
草

鴨
方
町

○
佐
藤　

友
一
さ
ん
（
深
田
）
よ
り

　

亡
母　

直
枝
さ
ん
の
香
典
返
し

○
石
井　

睦
夫
さ
ん
（
深
田
）
よ
り

　

亡
母　

和
さ
ん
の
香
典
返
し

○
柚
木　

富
喜
子
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
母　

シ
ゲ
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
中
山　

立
夫
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
母　

満
子
さ
ん
の
偲
び
草

寄
島
町

○
中
濱　

洋
一
さ
ん
（
国
頭
）
よ
り

　

亡
妹　

み
ど
り
さ
ん
の
香
典
返
し

一
般
寄
付

○
山
本　

い
づ
み
さ
ん
よ
り

　

篤
志
寄
付

○
阿
知
谷
町
内
会
よ
り

　

手
数
料
寄
付

○
生
石
中
町
内
会
よ
り

　

手
数
料
寄
付

○
Ｊ
Ｆ
Ｅ
倉
敷
Ｏ
Ｂ
浅
口
Ｇ
Ｇ
同
好
会
鴨
方
よ
り

　

篤
志
寄
付

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

分からない・知らない 分かる・知っている

右手掌で胸をなでおろす
（合わせて首もうなずく動作で）

右手指先で右胸脇をはらい上げる
（合わせて首も振る動作で）

ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
道
危
機
救
援
金

（
日
本
赤
十
字
社
へ
）

・
金
光
学
園　
ほ
つ
ま
同
窓
会

・　
　

同　　
　
や
つ
な
み
保
護
者
会

・　
　

同　　
　
教
職
員
一
同

・
金
光
町
愛
育
委
員
会

・
浅
口
市
婦
人
協
議
会

・
備
中
遊
人
舎

訂
正
と
お
詫
び

　

前
号
（
第
61
号
）
掲
載
の
「
社
協
会
費
・

共
同
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
」

で
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

（
誤
）
児
嶋
水
道
工
業
所

　

（
正
）
こ
じ
ま
水
道
（
株
）

深
く
詫
び
し
て
訂
正
申
し
上
げ
ま
す
。

　社会福祉協議会に対する寄附につ
いては、年間合計額が 2,000 円を超
えた額が所得税額控
除及び個人住民税の
所得割控除を受ける
ことができます。

税額控除 できます

⑬

高橋�亜由美さん
（浅口手話サークル「青い鳥」）
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福あさ 散歩してたら…

社会福祉法人

浅口市社会福祉協議会
□本　　所

□金光支所

□寄島支所

□カニ丸の家

浅口市鴨方町鴨方73
TEL 0865-44-7744

浅口市金光町占見新田751
TEL 0865-42-7308

浅口市寄島町16010
TEL 0865-54-3317

浅口市寄島町16089-17
TEL 0865-54-3113

社協だより社協だより

提供 : 鴨方高校デザイン・イラスト系列

答え　ハナミズキ

Welcome Baby

赤ちゃんのお誕生おめでとうございます！
ご家族みんなに幸せを運んでくれる赤ちゃんのお誕
生をお祝いして、浅口市社会福祉協議会ではベビー
用品をプレゼントする「Welcome Baby ～こうの
とりからの贈りもの～」事業を行っています。

赤ちゃんのお誕生おめでとうございます！
ご家族みんなに幸せを運んでくれる赤ちゃんのお誕
生をお祝いして、浅口市社会福祉協議会ではベビー
用品をプレゼントする「Welcome Baby ～こうの
とりからの贈りもの～」事業を行っています。

浅口市民で、令和４年４月１日以降に赤ちゃ
んが生まれた世帯（市外より転入された世帯
を含む）
　　※赤ちゃんおひとりにつき、１歳までに１回

のみのお申し込みとなります。

商品はご自宅にお届けします。
商品が準備できましたら、社協よりご連絡し、
訪問日時を調整します。
　　※原則、ご自宅のみのお届けとなります。

社会福祉法人 浅口市社会福祉協議会

出生届提出などの際に、浅口市役所で受け取
られた「Welcome Baby ～こうのとりから
の贈りもの～」パンフレットをご覧いただき、
お申込みください。
ご不明な場合は、下記までお問い合わせくだ
さい。

紙おむつ、おしりふき、ミルクなどの詰め合
わせ
（３つのセットからお選びいただきます）

こうのとりからの贈りもの

ご覧ください
浅口市社協の情報あれこれ

社
会
福
祉
法
人
 浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

昭
和
印
刷
株
式
会
社

発
　
　
行

広
告
代
行

http://w
w
w
.fukushiasakuchi.net

2022.5.1
第
62 号

社
協
だ
よ
り
福
祉
あ
さ
く
ち


